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89% ,	84%であった。改善率は7年でわずかに減少
したが（75-81%）,	11.6年では有意の良好な改善であ
った（p<0.0005）。排尿痛も7年のフォローで殆ど軽
減したままで，以後もほぼこの状態を呈した。膀胱
irritabilityは2年で38例中36例（95%）で改善した。
HBO治療前後での改善率のgrading	scoreは7年でや
や低下を示したが（78%）,	10年，11.6年で81% ,	78%
であった。非再発患者は28例（74%）であった。彼ら
は再発患者に比し照射量が18%（p<0.001）低く，血
尿が生じてから早期の（0.7±0.5年）HBO治療を受け
ていた。

【考察】長期のHBO治療で憂慮されることの一つは照
射組織の癌化であろう。HBO治療により生じたfree	
radical	productionがDNA	chromosome損傷を惹起さ
れはしないかとの疑問がある3）。これに対する反論も
あるが,	明瞭な結論を出すには注意深い多数症例の
長期フォローが必要となろう。当研究により前立腺癌
患者に生じた放射性膀胱炎に対してHBO治療は有効
との結論を得た。有効であった理由はHBO治療で障
害膀胱組織の血管新生が生じ，collaggenの代謝亢進
もあり，障害組織が治癒したと推測される（Fig）。

【結語】前立腺癌患者に生じた放射性膀胱炎に対して
HBO治療を施行し，長期間観察した。血尿が生じた
ら直ちににHBO治療を開始し，再発にはHBOの追加
治療が有効と推測された。
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【はじめに】前立腺癌は日本人男性の癌死亡率の２位
をしめる。放射性膀胱炎の原因疾患のうち前立腺癌
が占める割合は25～83％と高率である。しかし前立
腺癌患者に生じた放射線膀胱炎の長期追跡成績は殆
どない。長期間の高気圧酸素（HBO）治療成績を述
べる。

【対象および方法】1988年1月より2011年3月まで7.4
～19.2年（平均11.6±3.7年）に治療した放射線膀胱
炎患者は84例で前立腺癌患者は38例である。初診
時の年齢は49～82歳（平均68±8歳）であった。癌
組織に対する照射線量は46～96	（平均67±11	）Gy
であった。全患者に血尿を認め，排尿痛，頻尿，膀
胱のirritabilityも生じていた。膀胱鏡は全例に施行
し，膀胱生検も時に行った。HBO治療は2ATAで一
回，90分,合計39～92回（平均62±12回）行った。血
尿の生じた時期などを中心として治療成績を検討し
た。症状は主観的症状，客観的症状に分け分析し
た。患者に対する膀胱irritabilityの表示は既に報告
した2）。放射性膀胱炎のtoxicity	criteriaはSOMA
スケールを改変して用いた。成績はstudent	t-test,	
Wilcoxon	signed	rank	testにて分析した。

【結果】治療中38例中33例（87%）に輸血が必要で
あった。11.6年間には殆どの症例で輸血が不要と
なった。尿中の赤血球数のも同様に減少した。膀
胱鏡の病態所見もHBO治療2年，4年での改善率は


